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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年4月2日(2020.4.2)

【公表番号】特表2019-513346(P2019-513346A)
【公表日】令和1年5月30日(2019.5.30)
【年通号数】公開・登録公報2019-020
【出願番号】特願2018-545438(P2018-545438)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/42     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/765    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/62     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/14     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/13     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   16/42     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/765    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/62     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   15/14     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月19日(2020.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルブミンまたはアルブミンの機能的フラグメントに融合している抗イディオタイプ抗
体。
【請求項２】
　請求項１に記載の抗イディオタイプ抗体において、前記抗イディオタイプ抗体は、アミ
ノ酸配列

を含む可変重ドメイン、および
アミノ酸配列
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を含む可変軽鎖ドメインを有する抗ＣＤ３８抗体に特異的であることを特徴とする抗イデ
ィオタイプ抗体。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の抗イディオタイプ抗体において、前記抗イディオタイプ抗体
は、
　アミノ酸配列ＹＳＦＳＮＹＷＩＳ（配列番号１８）のＨＣＤＲ１、
　アミノ酸配列ＷＭＧＩＩＤＰＡＳＳＫＴＲＹＳＰＳＦＱＧ（配列番号１９）のＨＣＤＲ
２、
　アミノ酸配列ＳＲＧＡＧＭＤＹ（配列番号２０）のＨＣＤＲ３
を含む可変重鎖、および
　アミノ酸配列ＴＧＳＳＳＮＩＧＡＧＹＤＶＨ（配列番号２１）のＬＣＤＲ１、
　アミノ酸配列ＬＬＩＹＡＤＮＮＲＰＳ（配列番号２２）のＬＣＤＲ２、
　アミノ酸配列ＧＳＹＤＥＳＳＮＳＭ（配列番号２３）のＬＣＤＲ３
を含む可変軽鎖を含むことを特徴とする抗イディオタイプ抗体。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載の抗イディオタイプ抗体において、前記抗イディオ
タイプ抗体は、アミノ酸配列

の可変重鎖、および
アミノ酸配列

の可変軽鎖を含むことを特徴とする抗イディオタイプ抗体。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１項に記載の抗イディオタイプ抗体アルブミン融合体において
、前記重鎖は、アミノ酸配列
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を含むことを特徴とする抗イディオタイプ抗体アルブミン融合体。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載の抗イディオタイプ抗体アルブミン融合体において
、前記軽鎖は、アミノ酸配列

を含むことを特徴とする抗イディオタイプ抗体アルブミン融合体。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載の抗イディオタイプ抗体アルブミン融合体において
、血液サンプルを評価するのに用いられることを特徴とする抗イディオタイプ抗体アルブ
ミン融合体。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか１項に記載の抗イディオタイプ抗体をコードする核酸。
【請求項９】
　多発性骨髄腫または他の免疫グロブリン血症の治療を受けている患者から得られた血液
サンプルの評価における請求項１乃至７の何れか１項に記載の抗イディオタイプ抗体の使
用において、
　ａ）前記患者から血液サンプルを得るステップと、
　ｂ）前記血液サンプルを、前記抗イディオタイプ抗体と共にインキュベートするステッ
プと、
　ｃ）免疫固定電気泳動（ＩＦＥ）を実行するステップと、
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　ｄ）前記ＩＦＥの結果を報告するステップと
を含むことを特徴とする使用。
【請求項１０】
　請求項９に記載の使用において、前記患者は、アミノ酸配列

を含む可変重ドメイン、および
アミノ酸配列

を含む可変軽鎖ドメインを有する抗ＣＤ３８抗体による治療を受けていることを特徴とす
る使用。
【請求項１１】
　請求項９に記載の使用において、前記サンプルは、総Ｍタンパク質レベルについて評価
されることを特徴とする使用。
【請求項１２】
　抗イディオタイプ抗体において、アミノ酸配列

を含む可変重ドメイン、および
アミノ酸配列

を含む可変軽鎖ドメインを有する抗ＣＤ３８抗体に特異的であることを特徴とする抗イデ
ィオタイプ抗体。
【請求項１３】
　多発性骨髄腫または他の免疫グロブリン血症の治療を受けている患者から得られた血液
サンプルの評価における抗イディオタイプ抗体の使用において、
　ａ）前記患者から血液サンプルを得るステップと、
　ｂ）前記血液サンプルを、抗イディオタイプ抗体と共にインキュベートするステップと
、
　ｃ）免疫固定電気泳動（ＩＦＥ）を実行するステップと、
　ｄ）前記ＩＦＥの結果を報告するステップと
を含み、
　前記患者は、アミノ酸配列

を含む可変重ドメイン、および
アミノ酸配列
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を含む可変軽鎖ドメインを有する抗ＣＤ３８抗体による治療を受けていることを特徴とす
る使用。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の抗体または請求項１３に記載の使用において、前記抗イディオタイ
プ抗体は、
　アミノ酸配列ＹＳＦＳＮＹＷＩＳ（配列番号１８）のＨＣＤＲ１、
　アミノ酸配列ＷＭＧＩＩＤＰＡＳＳＫＴＲＹＳＰＳＦＱＧ（配列番号１９）のＨＣＤＲ
２、
　アミノ酸配列ＳＲＧＡＧＭＤＹ（配列番号２０）のＨＣＤＲ３
を含む可変重鎖、および
　アミノ酸配列ＴＧＳＳＳＮＩＧＡＧＹＤＶＨ（配列番号２１）のＬＣＤＲ１、
　アミノ酸配列ＬＬＩＹＡＤＮＮＲＰＳ（配列番号２２）のＬＣＤＲ２、
　アミノ酸配列ＧＳＹＤＥＳＳＮＳＭ（配列番号２３）のＬＣＤＲ３
を含む可変軽鎖を含むことを特徴とする抗体または使用。
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